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海
日
本
語
」
第
八
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・
楊
柳
観
世
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三
十
三
観
音
の
一
つ
。
右
手
に
楊
柳
の
枝
を
持
つ
か
、
ま
た
は
座
右
の
水

瓶
に
こ
れ
を
挿
す
こ
と
も
あ
る
。
衆
病
を
消
除
す
る
こ
と
を
本
誓
と
す
る
観
音
。 

・
仏
像
図
彙 
五
巻
五
冊
。
仏
像
及
び
道
具
の
画
集
。
元
禄
三
年
成
立
。
天
明
三
年
に
画
工

土
佐
秀
信
に
よ
っ
て
改
版
増
補
さ
れ
、
以
降
寛
政
四
年
・
八
年
、
天
保
八
年
、
さ
ら
に
明

 

・
陽
成
院 

平
安
時
代
前
期
の
第
五
十
七
代
天
皇
。
清
和
天
皇
の
第
一
皇
子
。
光
孝
天
皇
に

譲
位
し
、
上
皇
と
な
る
。 

楊
〈
や
う

名

介

め
い
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す
け
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治
期
に
ま
で
再
版
さ
れ
る
。
こ
の
版
行
の
状
況
か
ら
天
明
期
に
は
広
く
流
布
し
て
い
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
巻
之
二
に
楊
柳
観
音
の
項
が
あ
る
。 

・
長
恨
歌 
白
楽
天
の
詩
。
七
言
古
詩
一
二
〇
行
。
唐
の
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
と
の
愛
と
、

国
の
乱
れ
、
楊
貴
妃
の
殺
害
と
そ
の
悲
し
み
を
詠
う
。
日
本
で
も
平
安
時
代
か
ら
広
く
知

ら
れ
た
。
『
古
文
真
宝
前
集
』
に
「
参
議
雅
経
」
の
項
で
引
く
「
琵
琶
行
」
と
と
も
に
所

収
さ
れ
て
い
る
。
『
白
氏
文
集
』
に
も
収
載
。 

・
楊
妃
外
伝 

本
書
は
唐
代
に
成
立
し
た
小
説
『
楊
太
真
外
伝
』
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
作
品
名
を
京
伝
が
何
で
知
っ
た
か
は
未
考
。 

・
楊
枝
屋 

浅
草
寺
の
境
内
に
あ
っ
た
床
店
で
、
美
人
の
看
板
娘
を
置
い
て
楊
枝
、
五
倍
子

（
ふ
し
）
、
酒
中
花
な
ど
を
売
っ
た
店
。 

・
お
い
く 

『
通
言
総
籬
』
に
「
羅
月
が
い
も
う
と
は
、
い
つ
梅
と
や
う
じ
や
の
お
い
く
を
、

そ
う
じ
め
へ
に
し
た
と
い
ふ
か
ほ
だ
ね
え
」
と
あ
り
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系 

黄
表
紙

洒
落
本
集
』
の
水
野
稔
氏
註
に
「
浅
草
観
音
随
身
門
内
の
楊
枝
屋
柳
屋
八
右
衛
門
の
娘
。

当
時
評
判
の
女
」
と
あ
る
。 

・
指
面
草 

京
伝
作
の
滑
稽
本
。
天
明
六
年
刊
。
「
乗
物
の
中
に
香
留
（
か
を
と
め
）
る
梅

は
武
士
（
も
の
の
ふ
）
」
の
巻
に
浅
草
寺
内
の
楊
枝
屋
の
看
板
娘
枝
屋
お
い
く
が
登
場
す

る
。
「
銀
杏
の
葉
飛
で
楊
枝
屋
お
い
く
が
韎
韐
（
ま
へ
だ
れ
）
に
模
様
を
う
つ
し
」 

・
楊
名
介 

平
安
時
代
以
降
、
名
目
だ
け
で
職
掌
も
俸
録
も
な
い
国
司
の
次
官
。 

・
源
氏
物
語 

夕
顔
巻 

三
ケ
ノ
口
決
／
徒
然
草 

楊
名
介
は
、
『
源
氏
物
語
』
夕
顔
の
巻

で
は
、
夕
顔
の
家
主
。
惟
光
の
隣
家
。
そ
の
妻
が
夕
顔
の
西
の
京
の
乳
母
の
子
。
『
徒
然

草
』
に
は
「
楊
名
介
に
限
ら
ず
、
楊
名
目
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
故
事
要
略
に
あ
り
」
と
あ

る
。
書
物
を
擬
人
化
し
た
京
伝
作
黄
表
紙
『
御
存
商
売
物
』
（
天
明
二
刊
）
で
は
、
『
唐

詩
選
』
と
『
源
氏
物
語
』
が
通
人
に
擬
人
化
さ
れ
て
登
場
。
『
唐
詩
選
』
『
源
氏
物
語
』

の
命
令
を
受
け
、
地
本
た
ち
に
下
知
を
す
る
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
説
教
を
聞

い
て
青
本
は
「
見
台
へ
乗
る
衆
は
ま
た
格
別
だ
」
と
感
想
を
言
っ
て
い
る
。
ま
た
京
伝
作

黄
表
紙
『
江
戸
生
艶
気
樺
焼
』
（
天
明
五
刊
）
で
は
、
一
丁
裏
に
艶
二
郎
の
背
景
に
『
源

氏
物
語
』
が
『
伊
勢
物
語
』
と
と
も
に
同
じ
函
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

『
徒
然
草
』
は
版
本
が
多
数
出
て
い
る
し
、
註
釈
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
註
釈
の
中

か
ら
『
増
補
鉄
槌
』
の
寛
文
版
本
を
見
る
と
、
註
に
「
源
氏
夕
顔
の
巻
に
あ
る
事
な
り
」

「
源
氏
三
ケ
の
大
事
と
云
」
と
あ
り
、
『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』
に
も
同
種
の
註
が
付
さ
れ

て
い
る
。
前
項
は
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
の
註
か
ら
引
い
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
『
徒
然
草
』
に
つ
い
て
は
京
伝
は
天
明
三
刊
『
狂
文
宝
合
記
』
に
「
女
の
髪
に
て

よ
れ
る
綱 

一
名
糸
柳
」
を
寄
せ
て
い
る
ほ
か
、
『
小
紋
裁
』
（
天
明
四
刊
）
・
『
忠
臣

水
滸
伝
』
（
寛
政
十
一
・
十
三
刊
）
等
多
数
の
作
品
に
趣
向
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
「
口

決
」
は
、
文
書
に
記
さ
な
い
、
口
伝
え
の
秘
伝
。
「
三
ケ
ノ
口
決
」
と
は
、
源
氏
物
語
に

お
け
る
三
つ
の
秘
伝
の
う
ち
の
一
つ
の
意
。 

・
楊
香 

二
十
四
孝
の
一
人
、
魯
の
楊
香
は
、
十
四
歳
の
時
、
父
と
稲
刈
り
に
出
、
父
が
虎

に
襲
わ
れ
た
時
に
自
分
の
身
を
猛
虎
の
前
に
投
げ
出
し
、
猛
虎
を
感
動
さ
せ
て
、
親
子
と

も
命
が
助
か
っ
た
と
い
う
。
近
松
の
『
国
性
爺
合
戦
』
第
二
に
は
「
廿
四
孝
の
楊
香
は
孝

行
の
徳
に
よ
っ
て
。
自
然
と
遁
（
の
が
）
れ
し
悪
虎
の
難
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。 

・
二
十
四
孝
詩 

二
十
四
孝
は
中
国
で
古
来
有
名
な
孝
子
二
十
四
人
の
総
称
。
元
の
郭
居
敬

が
そ
の
伝
を
記
し
た
教
訓
書
を
著
し
た
の
に
よ
る
。
『
二
十
四
孝
詩
』
は
そ
れ
を
詩
と
し

た
も
の
で
、
単
独
の
版
本
と
し
て
も
行
わ
れ
た
が
、
節
用
集
等
の
雑
書
類
に
も
載
る
。
例

え
ば
『
頭
書
増
字
節
用
集
大
成
』
（
元
禄
十
刊
、
『
節
用
集
大
系
』
二
十
三
所
収
）
に
は

「
二
十
四
孝
和
解
」
と
し
て
詩
と
絵
入
り
の
解
説
が
載
る
。 

 



山東京伝『初衣抄』註釈（二） 3 

つ
く
は
ね
の
峯
よ
り
お
つ
る
み
な
の
川
こ
い
ぞ
つ
も
り
て
ふ
ち
と
な
り

ぬ
る 

む
か
し
武
蔵

む

さ

し

の
国
葛
西

か

さ

い

に
孫
右
衛
門
と
い
ふ
水
呑の

み

百

姓

び
や
く
し
や
う

あ
り
。
兄
弟
の

娘
む
す
め

を
も
て
り
。
そ
れ
が
こ
と
を
よ
め
る
歌
也
。 

 

・
葛
西 

隅
田
川
以
東
の
、
も
と
下
総
国
葛
飾
郡
の
、
江
戸
川
と
中
川
と
に
挟
ま
れ
た
一
帯
。

江
戸
初
期
、
武
蔵
葛
飾
郡
と
し
て
、
武
蔵
国
に
編
入
さ
れ
た
。
「
こ
こ
は
江
戸
の
近
郊
で

あ
り
な
が
ら
、
典
型
的
な
田
舎
と
見
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
野
菜
類
を
江
戸
へ
運
ん
で
き

た
舟
が
、
帰
り
に
肥
桶
を
積
ん
で
行
く
の
で
、
糞
舟
を
葛
西
舟
と
呼
ん
だ
こ
と
な
ど
が
、

軽
蔑
感
を
さ
そ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
（
『
江
戸
文
学
地
名
辞
典
』
）
。
同
書
に
「
葛
西

船
の
悪
く
臭
き
ま
で
、
入
乱
れ
た
る
舟
、
い
か
だ
、
誠
に
か
か
る
繁
栄
は
、
江
戸
の
外
に

又
有
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
」
（
風
来
山
人
『
根
無
草
』
）
「
糞
舟
の
は
な
も
ち
な
ら
ぬ
狂

歌
師
も
葛
西
み
や
げ
の
な
ば
か
り
ぞ
よ
き
」
（
朱
楽
管
江
『
狂
言
鴬
蛙
集
』
）
を
引
く
。 

 

つ
く
は
ね
の
○
つ
く

羽
（
は
）

ね
也
。
田
舎

い

な

か

は
正
月
の
休や

す

み
の
う
ち
は
賑に

ぎ

や
か
に
て
、

か
の
兄
弟
の

娘
む
す
め

も
お
し
や
ら
く
を
や
り
、
羽
子
を
つ
い
て
遊あ

そ

ぶ
こ
と
也
。 

（
頭
註 

ハ
ツ
五
ウ
） 

つ
く
は
ね
の 

後
拾
遺
集
序 

つ
く
羽は

ね

の
つ
く

ぐ
と
白
糸
の
思
ひ
乱み

だ

れ
い
く 

下
略 

河
東
松
之
内 

軒の
き

よ
り
つ
た
ふ
つ
く
は
ね
の
笹さ

ゝ

に
か
ら
ま
り 

同
書 

恋こ
い

ぞ
つ
も
り
て
い
つ
の
間
に 

 

・
つ
く
は
ね 

本
歌
で
は
「
筑
波
嶺
」
の
意
で
あ
る
が
、
「
つ
く
ば
ね
（
衝
羽
根
）
」
す
な

わ
ち
羽
根
つ
き
と
し
た
。 

・
お
し
ゃ
ら
く 

「
お
洒
落
」
。
女
性
が
お
し
ゃ
れ
、
お
め
か
し
を
す
る
こ
と
。 

・
後
拾
遺
集
序 

当
時
八
代
集
・
二
十
一
代
集
の
版
本
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
拠
っ
た

も
の
か
。
『
後
拾
遺
集
』
序
に
は
、
「
す
が
の
ね
の
な
が
き
秋
の
夜
つ
く
ば
ね
の
つ
く

ぐ
と
。
し
ら
い
と
の
お
も
ひ
み
だ
れ
つ
ゝ
」
と
あ
る
。
後
年
に
な
る
が
京
伝
は
合
巻

『
笠
森
娘
錦
乃
笈
摺
』
（
文
化
六
刊
）
で
和
泉
式
部
の
歌
を
引
き
、
「
後
拾
遺
集
に
あ

り
」
と
記
す
。 

・
河
東
松
の
内 

河
東
節
は
十
寸
見
（
ま
す
み
）
河
東
を
祖
と
し
、
享
保
・
安
永
・
天
明
の

間
、
盛
ん
に
行
わ
れ
、
高
尚
な
語
り
振
り
と
し
て
通
人
に
喜
ば
れ
た
。
洒
落
本
『
遊
子
方

言
』
（
明
和
七
年
刊
）
の
発
端
に
「
今
や
ぼ
な
侍
が
う
た
を
う
た
う
。
河
東
節
を
、
な
ら

は
し
や
い
」
、
黄
表
紙
『
高
慢
斎
行
脚
日
記
』
（
恋
川
春
町
作
画
、
安
永
五
（
一
七
七

六
）
年
刊
）
に
は
「
お
の

く
い
ろ

く
の
遊
芸
も
高
慢
を
つ
く
し
、
い
ま
は
三
す
じ
の

糸
の
と
り

ぐ
に
、
義
太
夫
・
豊
後
・
河
東
に
昼
夜
の
わ
か
ち
も
な
く
」
、
同
「
こ
の
あ

と
は
お
れ
さ
ま
が
、
わ
つ
さ
り
と
河
東
に
し
て
、
十
寸
見
と
い
ふ
と
こ
ろ
を
聞
か
し
や
し

や
う
」
。
俗
に
音
曲
を
「
河
東
か
み
し
も
、
外
記
は
か
ま
、
半
太
羽
織
に
義
太
も
も
ひ
き
、
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豊
後
可
愛
や
丸
裸
」
と
称
す
る
。 

 
 

河
東
節
「
松
の
内
」
は
竹
婦
人
（
ま
た
は
鶴
見
一
魚
と
も
）
作
詞
。
初
代
十
寸
見
河
東

作
曲
。
享
保
三
年
正
月
、
江
戸
市
村
座
「
傾
城
富
士
の
高
根
」
に
お
い
て
初
演
さ
れ
た
。

半
太
夫
脇
語
り
で
あ
っ
た
初
代
十
寸
見
河
東
が
初
め
て
独
立
し
て
河
東
節
と
い
う
新
風
を

興
し
た
記
念
の
浄
瑠
璃
。
大
磯
の
郭
の
元
日
か
ら
七
草
ま
で
の
情
景
を
綴
る
。
『
日
本
歌

謡
集
成
』
第
十
一
巻
に
所
載
の
歌
詞
で
は
、
「
二
日
は
茶
屋
に
ゐ
の
日
に
て
。
手
ま
づ
さ

へ
ぎ
る
は
ご
板
に
。
軒
よ
り
つ
た
ふ
。
つ
く
ば
ね
の
笹
に
か
ら
ま
り
も
す
そ
へ
。
ま
り
が

く
袖
く
ぐ
る
手
ど
り
に
一
つ
袂
へ
二
つ
さ
ゝ
に
か
ら
ま
り
。
も
す
そ
へ
ま
り
が

く
そ

で
く
ぐ
る
て
ど
り
に
ひ
と
つ
た
も
と
へ
ふ
た
つ
恋
ぞ
つ
も
り
て
。
い
つ
の
ま
に
。
ち
よ
つ

と
百
つ
い
た
。
ま
り
の
数
、
と
ん
と
落
ち
な
ば
名
は
た
た
ん
」
。
「
名
や
」
で
は
な
く

「
名
は
」
と
な
っ
て
い
る
。
京
伝
作
黄
表
紙
『
江
戸
生
艶
気
樺
焼
』
（
天
明
五
刊
）
の

「
道
行
興
鮫
肌
」
に
引
か
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
『
小
紋
新
法
』
（
天
明
六
刊
）
・

『
新
造
図
彙
』
（
天
明
九
刊
）
・
『
繁
千
話
』
（
寛
政
二
刊
）
・
『
先
開
梅
赤
本
』
（
寛

政
五
刊
）
等
、
京
伝
作
品
に
し
ば
し
ば
引
か
れ
て
い
る
。 

 

峯
よ
り
お
つ
る
○
あ
ね
を

峯
〈
み
ね
〉

と
い
ひ
、

妹
い
も
と

を
お
つ
る
と
い
ふ
。
峯
よ
り
は
お

つ
る
が

美
う
つ
く

し
か
り
し
也
。 

（
頭
註 

ハ
ツ
五
ウ
） 

峯
よ
り
お
つ
る 

近
江
八
景
歌 

堅
田
落
雁 

峯
あ
ま
た
越こ

え
て
こ
し
ぢ
に
松ま

つ

ち
か
き

堅
田

か

た

ゞ

に
な
び
き
お
鶴○

雁
金 

武

部

〈
タ
ケ
ベ
〉

源
蔵
門
人 

涎
繰

文
庫

〈
ヨ
ダ
レ
ク
リ
ブ
ン
コ
〉 

（
頭
註 

ハ
ツ
六
オ
） 

名
頭
文
字
ニ

曰 

峯○

定
鶴○

亀
松
竹 

画
本
八
十
宇
治
川 

猿
人
狂
ノ

歌
ニ 

 

頼よ
り

朝と
も

は
ぞ
ん
鶴
し
さ
い
あ
り
鶴
が
鶴
が
岡
に
て
鶴
は
な
し
鶴 

荘
子

曰 

鶴

不
〈
セ
ズ
〉

乄二

日
〈
ヒ
ニ
〉

浴
〈
ユ
ア
ミ
〉

白 

ニ

ハ

一

 

お
つ
る
は
一
日
湯
浴

ゆ

あ

み
せ
ず
と
も
う
つ
く
し
か
り
し
な
り 

 

・
近
江
八
景
歌 

近
江
八
景
は
近
江
国
琵
琶
湖
南
部
の
八
つ
の
景
勝
。
明
応
九
年
（
一
五
〇

〇
）
、
中
国
の
「
瀟
湘
八
景
」
に
擬
し
た
近
衛
政
家
の
選
定
と
伝
え
ら
れ
る
。
三
井
の
晩

鐘
、
唐
崎
の
夜
雨
、
堅
田
の
落
雁
、
粟
津
の
晴
嵐
、
矢
橋
の
帰
帆
、
比
良
の
暮
雪
、
石
山

の
秋
月
、
瀬
田
の
夕
照
を
い
う
。
『
近
江
八
景
歌
』
は
近
江
八
景
の
そ
れ
ぞ
れ
を
歌
に
詠

ん
だ
も
の
で
、
単
独
で
も
版
行
さ
れ
（
『
往
来
物
大
系
』
六
十
一
所
収
の
正
徳
頃
刊
の
も

の
等
）
、
節
用
集
の
類
に
も
よ
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
文
翰
節
用
通
宝
蔵
』

（
明
和
七
刊
、
『
節
用
集
大
系
』
三
十
七
所
収
）
に
も
近
江
八
景
歌
が
出
て
い
る
。
そ
こ

に
堅
田
落
雁
の
歌
は
「
峯
あ
ま
た
こ
え
て
こ
し
ち
に
ま
つ
ち
か
き
か
た
ゞ
に
な
び
き
お
つ
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る
か
り
が
ね
」
と
あ
る
。
ま
た
、
戯
註
の
趣
向
に
合
わ
せ
て
、
「
落
つ
る
」
を
人
名
の

「
お
鶴
」
と
も
じ
っ
て
い
る
。 

・
名
頭
文
字 

「
武
部
源
蔵
門
人 

涎
繰
文
庫
」
の
蔵
書
と
し
て
出
る
。
涎
繰
は
『
菅
原
伝

授
手
習
鑑
』
寺
子
屋
の
段
で
、
源
蔵
の
寺
子
屋
の
門
弟
と
し
て
登
場
す
る
。
『
名
頭
文

字
』
は
寺
子
屋
な
ど
で
、
源
・
平
・
藤
・
橘
・
菅
な
ど
の
よ
う
に
、
有
名
な
姓
氏
の
頭
字

を
列
記
し
て
、
読
み
書
き
の
教
材
に
し
た
も
で
あ
り
、
そ
れ
で
涎
繰
の
文
庫
に
あ
る
と
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
節
用
や
雑
書
類
に
「
名
頭
文
字
」
と
し
て
見
え
る
が
、
単
独
で
も
版

行
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
往
来
物
大
系
』
十
八
所
収
の
『
名
頭
国
尽
』
（
江
戸
後
期
、

藤
岡
屋
慶
次
郎
板
）
。
そ
れ
ら
に
は
各
文
字
が
引
用
の
通
り
で
は
な
く
バ
ラ
バ
ラ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。 

・
画
本
八
十
宇
治
川 

国
書
総
目
録
で
は
国
会
図
書
館
に
一
本
の
み
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、

国
会
本
は
寛
政
二
年
刊
の
内
容
的
に
全
く
別
の
本
で
あ
る
。
京
都
大
学
図
書
館
に
『
絵
本

武
術
一
覧
』
と
い
う
外
題
を
も
ち
、
大
田
南
畝
の
序
が
あ
る
狂
歌
絵
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
武
者
絵
に
狂
歌
を
賛
す
る
形
式
の
も
の
で
、
刊
記
に
よ
れ
ば
天
明
六
年
蔦
屋
重
三
郎

刊
。
京
伝
の
画
の
師
で
あ
っ
た
北
尾
重
政
画
。
序
題
に
『
絵
本
八
十
宇
治
川
』
と
あ
る
。

そ
の
中
に
「
鎌
倉
将
軍
頼
朝
」
と
し
て
源
頼
朝
が
鶴
を
放
生
す
る
画
が
あ
り
「
よ
り
と

も
ゝ
存
す
る
子
細
あ
り
つ
る
が
鶴
が
岡
に
て
つ
る
は
な
し
つ
る 

尻
焼
猿
人
」
の
狂
歌
が

あ
る
。
猿
人
は
尻
焼
猿
人
。
酒
井
抱
一
の
狂
名
。
京
伝
妹
の
黒
鳶
式
部
の
主
催
し
た
「
手

拭
合
」
の
会
（
天
明
四
年
）
に
も
名
を
連
ね
、
京
伝
作
洒
落
本
『
客
衆
肝
照
子
』
（
天
明

六
刊
）
に
序
文
を
書
い
て
い
る
。
天
明
五
年
刊
『
狂
歌
俳
優
風
』
に
も
「
尻
焼
猿
人
狂
」

と
し
て
載
る
の
で
、
「
卿
」
を
常
に
「
狂
」
と
も
じ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

『
画
本
八
十
宇
治
川
』
の
義
経
と
静
御
前
の
画
に
「
烏
羽
玉
の
闇
に
き
ら
め
く
小
薙
刀
し

づ
か
は
敵
を
を
ふ
て
搦
手 

山
東
京
伝
」
と
、
京
伝
も
賛
を
寄
せ
て
い
る
。 

・ 

荘
子 

天
運
篇
第
十
四
に
「
夫
鵠
不
日
浴
而
白
、
烏
不
日
黔
而
黒
」
と
あ
る
。
京
伝
の

洒
落
本
『
傾
城
觿
』
（
天
明
八
刊
）
の
「
丁
字
屋
雛
鶴
」
の
項
に
も
同
所
の
引
用
が
あ

る
。
『
荘
子
』
が
近
世
文
学
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
京
伝
も
も
ち
ろ
ん
例
外
で
は

な
い
。
た
と
え
ば
黄
表
紙
『
孔
子
縞
于
時
藍
染
』
（
寛
政
元
刊
）
・
洒
落
本
『
傾
城
買

四
十
八
手
』
（
同
二
刊
）
・
黄
表
紙
『
百
化
鳥
準
擬
本
草
』
（
同
十
刊
）
等
。 

 

み
な
の
川
○
葛
西

か

さ

い

は
み
な
野
と
川
ば
か
り
の
所
（
ハ
ツ
五
ウ
）
」
お
ほ
し
。
姉あ

ね

の

峯
が
つ
く
羽
子
は
川
へ
落を

ち

妹
い
も
と

の
お
つ
る
が
羽
子
野
へ
落を

ち
け
る
が
、
お

峯
は
は
し
た
な
く
川
へ
落を

ち
し
羽
子
を
裾す

そ

か
ら
げ
て
と
り
あ
げ
て
来
る
。
お

つ
る
は
野
へ
落を

ち
し
羽
子
を
ゑ
し
や
く
し
て
と
り
え
ず
、
そ
の
ま
ゝ
す
て
ゝ

を
く
。
此
様
子
を
地

頭

〈
ぢ
と
う
〉

何
が
し
ど
の
通
り
か
ゝ
り
見
給
ひ
、
お
つ
る
が
気

性
し
や
う

を
せ
う
び
し
給
ひ
、

妾
め
か
け

に
か
ゝ
へ
給
ふ
。 

 
・
ゑ
し
ゃ
く
す
る 

遠
慮
す
る
。
さ
し
ひ
か
え
る
。
「
…
…
ト
と
は
れ
て
し
ば
し
ゑ
し
や
く

せ
し
が
」
（
『
契
情
買
虎
之
巻
』
田
に
し
金
魚
、
安
永
七
）
。 

・
地
頭 
江
戸
時
代
、
地
方
（
じ
か
た
）
知
行
（
将
軍
ま
た
は
大
名
か
ら
与
え
ら
れ
た
一
定

地
域
の
領
主
権
）
を
持
つ
幕
府
の
旗
本
、
私
藩
の
給
人
（
き
ゅ
う
に
ん
）
の
通
称
。
小
領
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主
。
ま
た
一
地
域
の
領
主
の
俗
称
。
『
浮
世
物
語
』
七
、
鳫
（
が
ん
）
鴨
（
か
も
）
の
稲

（
い
ね
）
を
喰
（
く
ら
）
ふ
難
儀
の
事
「
さ
る
程
に
百
姓
共
は
こ
の
鳫
を
代
官
の
如
く
、

地
頭
の
如
く
恐
（
お
そ
ろ
）
し
が
り
て
」
。 

 

こ
い
ぞ
つ
も
り
て
○
孫
右
衛
門
に
は
一
家
中
の
肥こ

い

を
と
る
や
う
に
と
仰を

ふ

せ
付
ら

れ
、
お
屋
敷

や

し

き

中
の
肥こ

い

を
た
ゞ
と
り
て
葛
西

か

さ

い

中ぢ
う

の

百

姓

ひ
や
く
し
や
う

へ
う
り
、
そ
の
代
が

つ
も
り

く
て
今
は
大
金が

ね

持
と
な
る
。
み
な
娘
の
か
げ
也
。 

（
頭
註 

ハ
ツ
六
オ
） 

男
女
一
代
八
卦 

十
二
運う

ん

繰く

り
や
う
の
所
の
歌

 ニ

 

養
や
し
な

ひ
の
母
に
つ
れ
た
る
鶴
の
子
が
千
代
を
か
け
た
る
故
郷

ふ
る
さ
と

の
も
と 

（
頭
註 

ハ
ツ
六
ウ
） 

和
漢
朗
詠
集 

鶴

帰
〈
カ
ヘ
〉

リ二

旧

里

〈
キ
ウ
リ
〉

ニ一 

 

お
つ
る
が

錦
に
し
き

を
着き

て
ふ
る
さ
と
へ
帰カ

ヘ

り
し
事
を
つ
く
れ
り 

丁
令
威

て
い
れ
い
ゐ

が
古
事
也 

相
鶴
経
ニ

曰 

鶴
〈
ツ
ル
ハ
〉

陽

鳥

〈
ヤ
ウ
テ
ウ
〉

也
〈
ナ
リ
〉

因
〈
ヨ
ル
〉

金
気

〈
キ
ン
キ
〉 

二

一

 

お
つ
る
は
と
か
く
金
に
縁ゑ

ん

の
あ
る
生
れ
つ
き
也 

花
扇
書
待
乳
山
碑
銘 

名
月
や
こ
が
ね
の
鶴
を
待
乳

ま

つ

ち

山 

五
町 

 

・
一
家
中 

武
家
社
会
に
お
い
て
、
家
来
一
同
。 

・
こ
い 

「
こ
え
（
肥
）
」
の
変
化
し
た
語
。
「
新
吉
原
で
は
糞
（
こ
ひ
）
を
と
る
と
は
い

は
ず
、
恋
を
と
る
と
い
ふ
言
葉
に
通
ふ
を
忌
み
て
、
糞
を
あ
ぐ
る
と
い
ふ
も
お
か
し
」

（
随
筆
『
金
曾
木
』
文
化
六
頃
）
。
当
時
糞
尿
は
、
肥
料
と
す
る
た
め
近
郊
農
民
が
高
値

で
買
い
取
っ
た
。
『
守
貞
謾
稿
』
（
喜
田
川
守
貞
、
嘉
永
六
頃
成
）
巻
四
に
「
家
主
株
は

陽
に
金
を
も
つ
て
こ
れ
を
譲
る
。
し
か
る
と
い
へ
ど
も
地
主
の
意
に
応
ぜ
ず
、
あ
る
ひ
は

好
曲
お
よ
び
地
代
・
店
賃
等
を
多
く
債
す
る
時
は
、
地
主
よ
り
追
放
す
る
こ
と
あ
り
。
株

金
は
大
略
二
十
両
三
十
両
よ
り
一
、
二
百
両
に
至
る
。
地
主
よ
り
の
給
金
と
余
得
と
に
応

じ
て
売
買
に
差
あ
り
。
大
略
百
両
の
株
の
年
給
二
十
両
・
余
得
十
両
・
糞
代
十
両
、
お
ほ

む
ね
お
よ
そ
三
、
四
十
両
を
得
る
。
け
だ
し
か
く
の
ご
と
き
の
株
金
、
昔
は
賤
し
く
年
々

や
う
や
く
に
貴
（
た
か
）
し
。
因
み
に
云
ふ
、
江
戸
は
尿
は
専
ら
溝
湟
（
こ
う
こ
う
）
に

こ
れ
を
棄
て
、
屎
（
し
）
は
厠
（
か
わ
や
）
に
こ
れ
を
蓄
ふ
。
屎
、
俗
に
「
こ
ゑ
」
と
云

ふ
。
こ
や
し
の
略
な
り
。
屎
価
、
こ
ゑ
代
と
云
ひ
、
屎
代
は
家
主
の
有
と
し
、
得
意
の
農

夫
に
こ
れ
を
売
る
。
稀
に
尿
を
蓄
ふ
者
あ
り
。
皆
代
家
主
に
収
む
。
京
師
は
尿
は
借
屋
人

の
有
と
し
て
野
菜
と
代
ふ
る
。
大
坂
は
屎
代
は
家
主
、
江
戸
に
云
ふ
地
主
の
有
と
し
、
尿

は
借
屋
人
の
有
と
し
、
得
意
農
に
こ
れ
を
与
へ
て
、
冬
月
綿
と
蕪
葉
（
か
ぶ
ら
な
）
と
を

も
つ
て
こ
れ
に
易
へ
ん
と
す
。
屎
価
、
大
略
十
口
の
屎
一
年
金
二
、
三
分
な
り
。
農
地
に

近
き
所
貴
価
な
り
。
」
と
あ
る
。 
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・
男
女
一
代
八
卦 

男
女
の
相
性
を
占
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
雑
書
類
に
も
出
る
し
、
多

少
違
う
書
名
の
場
合
も
あ
る
が
単
独
に
版
行
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
京
伝
の
『
御
存
商
売

物
』
で
は
妹
の
柱
隠
し
を
誘
拐
さ
れ
た
青
本
が
、
そ
の
居
場
所
を
『
男
女
一
代
八
卦
』
を

呼
ん
で
占
わ
せ
る
。
「
十
二
運
」
は
、
中
国
の
九
星
で
、
十
二
年
で
一
巡
す
る
運
勢
の
こ

と
。
胎
・
養
・
長
・
沐
・
官
・
臨
・
帝
・
衰
・
病
・
死
・
墓
・
絶
を
い
う
。
該
当
歌
は
、

『
宝
暦
大
雑
書
万
々
歳
』
（
江
戸
時
代
女
性
文
庫
９
所
収
、
但
し
安
政
二
年
再
刻
）
「
十

二
運
の
事
」
の
「
養
」
の
項
に
「
や
し
な
ひ
の
は
ゝ
に
つ
れ
た
る
つ
る
の
子
か
ち
よ
を
か

け
た
る
ふ
る
さ
と
の
も
と
」
と
あ
り
、
ま
た
刊
年
不
明
で
あ
る
が
『
昼
夜
懐
要
両
面
重
宝

記 

再
刻
』
に
も
「
十
二
運
吉
凶
を
知
事
」
と
し
て
見
え
る
。 

・
和
漢
朗
詠
集 

『
和
漢
朗
詠
集
』
は
江
戸
時
代
に
は
た
び
た
び
版
行
さ
れ
、
本
作
に
近
い

と
こ
ろ
で
は
天
明
二
年
刊
行
の
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
節
用
集
類
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
「
鶴
」
に
、
「
鶴
帰

ル二

旧
里

ニ一 

丁
令
威

て
い
れ
い
ゐ

之が

詞
こ
と
ば

可
シレ

聴き
い

ツ

。
龍
迎

フ二

新
儀

し
ん
ぎ

ヲ一 

陶
安
公
之が

駕
の
り
も
の

在
リレ

眼

」
（
出
典
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
三
「
神
仙

策 

都
良
香
」
）
。
『
捜
神
後
記
』
上
に
、
丁
令
威
が
鶴
に
化
し
て
郷
里
の
城
門
華
表
の

柱
に
と
ま
っ
た
と
あ
る
に
も
と
づ
く
。 

ニ

・
相
鶴
経 

「
相
鶴
経
」
は
『
圓
機
活
法
』
鶴
之
部
に
載
る
の
が
有
名
で
あ
る
が
、
京
伝
は

そ
れ
を
直
接
見
た
の
で
は
な
く
、
『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
載
る
表
現
を
採
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
「
丹
頂
鶴
」
の
項
に
「
『
相
鶴
経
』
鶴 

陽 

鳥 

。
因 

金 

気 

」
と
あ
る
。

『
圓
機
活
法
』
で
は
も
う
少
し
複
雑
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。 

・
花
扇
書
待
乳
山
碑
銘 

向
井
信
夫
氏
「
花
扇
名
跡
歴
代
抄
」
（
『
江
戸
文
芸
叢
話
』
平
成

七
・
八
木
書
店
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
吉
原
の
男
芸
者
大
坂
屋
五
調
（
町
）
の
「
月
照
や
こ

が
ね
波
よ
る
真
乳
山
」
の
句
を
天
明
元
年
に
吉
原
扇
屋
の
遊
女
二
代
目
花
扇
が
碑
と
す
る

た
め
に
書
い
た
と
い
う
。 

・
待
乳
山 

浅
草
の
本
竜
院(

浅
草
寺
末
寺)

の
境
内
に
あ
る
小
丘
。
丘
上
に
本
竜
院
の
本
堂

待
乳
山
聖
天
宮
が
あ
り
、
俗
に
聖
天
山
と
い
う
。
ま
た
、
丘
上
に
は
戸
田
茂
睡
の
「
あ
は

れ
と
は
夕
越
え
て
行
く
人
も
見
よ
ま
つ
ち
の
山
に
の
こ
す
こ
と
の
葉
」
を
刻
ん
だ
碑
が
立

っ
て
い
る
。 

 

ふ
ち
と
な
り
ぬ
る
○
そ
の
う
へ
お
つ
る
は
御
代
つ
ぎ
を
（
ハ
ツ
六
オ
）
や
ど
し
け

れ
ば
、
そ
の
御
祝
儀

し

う

ぎ

と
て
孫
右
衛
門
に
五
十
人
扶
持

ぶ

ち

く
だ
さ
れ
け
る
。
さ
れ

ば
扶
持

ふ

ち

と
な
り
ぬ
る
と
は
よ
め
り
。
（
ハ
ツ
六
ウ
）
」 

（
後
註 

ハ
ツ
六
ウ
） 

児
女
唱
唄
ニ

曰 

お
つ
る
が
香
箱

か
う
ば
こ

あ
け
て
み
よ
、
な
か
よ
し
子
よ
し
ほ

つ

く
ほ
ら
の
け 

 

此
歌
も
葛
西

か

さ

い

に
て
う
た
ひ
出
し
な
る
べ
し 

江
戸
砂
子 

根
本

こ
ん
ぽ
ん

は

麓
ふ
も
と

の
鶴
屋

つ

る

や

う
み
ぬ
ら
ん
米よ

ね

ま
ん
ぢ
う
は
玉
子

た

ま

ご

な

り
け
り 

東
海
道
中
双
六
ニ

曰 

鶴
み
の
ま
ん
ぢ

神
奈

か

な

川
の
名
物
と
ア
リ 

う

 
此
お
つ
る
が
の
が
れ
ぬ
中
な
る
べ
し 
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・
扶
持 

近
世
武
家
の
俸
禄
の
一
種
。
主
と
し
て
下
級
の
武
士
に
与
え
ら
れ
る
も
の
だ
が
、

出
入
り
の
御
用
達
商
人
た
ち
が
扶
持
俸
禄
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
日
五
合
の
支
給

が
一
人
扶
持
で
、
時
に
は
金
子
で
与
え
た
。 

・
児
女
唱 

特
定
の
書
名
で
は
な
い
。
大
正
四
年
刊
の
『
俚
謡
集
拾
遺
』
（
高
野
辰
之
・
大

竹
紫
葉
編
）
の
「
東
京
府 

童
謡 

手
鞠
唄
」
の
項
、
「
お
ん
正

く
お
正
月
」
で
始
ま

る
唄
に
「
女
房
は
亀
屋
の
お
鶴
殿
、
お
鶴
の
針
箱
開
け
て
見
た
れ
ば
雌
鳥
雄
鳥
仲
好
し
小

好
し
、
ホ
ヽ
ほ
螺
の
貝
、
ヒ
ツ
ヒ
ヒ
ラ
ノ
貝
」
と
あ
る
。
こ
の
歌
中
に
は
、
京
伝
が
黄
表

紙
『
無
匂
線
香
』
・
『
花
芳
野
犬
斑
』
（
寛
政
二
刊
）
な
ど
に
お
い
て
も
、
も
じ
る
等
、

利
用
を
し
た
歌
詞
が
あ
り
、
こ
れ
に
類
す
る
手
鞠
唄
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。 

・
江
戸
砂
子 

地
誌
、
菊
岡
沾
涼
著
、
享
保
十
七
刊
。
巻
之
二
中
に 

「
聖
天
宮 

金
龍
山 

本
龍
院
。
天
台
、
浅
草
寺
末
。
待
乳
山
、
又
真
土
山
、
聖
天
山
と
も

云
。
（
中
略
）
米
ま
ん
ぢ
う
、
当
所
の
名
物
。
根
本
鶴
屋
。 

 
 

根
本
は
ふ
も
と
の
鶴
屋
産
（
う
み
）
ぬ
ら
ん
米
ま
ん
ぢ
う
は
玉
子
な
り
け
り
」
。 

と
あ
る
。
安
永
九
刊
の
京
伝
黄
表
紙
『
米
饅
頭
始
』
は
こ
の
歌
を
趣
向
と
す
る
。
ま
た
、

後
年
黄
表
紙
『
江
戸
砂
子
娘
敵
討
』
（
文
化
元
刊
）
を
書
い
て
い
る
。
「
米
ま
ん
じ
ゅ

う
」
は
、
金
龍
山
の
「
ふ
も
と
や
」
「
鶴
屋
」
、
武
蔵
国
川
崎
宿
の
川
崎
大
師
の
そ
ば
の

茶
屋
「
万
年
屋
」
な
ど
の
名
物
。
名
前
の
由
来
は
、
「
よ
ね
」
と
い
う
女
が
作
っ
た
と
か
、

皮
を
米
で
作
っ
た
か
ら
な
ど
の
説
が
あ
る
。
京
伝
自
身
『
骨
董
集
』
（
考
証
随
筆
、
文
化

一
〇
成
）
で
『
紫
の
一
本
』
（
地
誌
、
天
和
三
）
、
『
江
戸
鹿
子
』
（
地
誌
、
貞
享
四
）

を
引
く
な
ど
し
て
詳
し
い
考
証
を
試
み
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
よ
ね
」
が
作
っ
た
と
い
う

説
を
否
定
し
て
い
る
。 

・
東
海
道
中
双
六 

 

『
御
存
商
売
物
』
最
終
丁
に
は
表
を
商
人
が
「
一
枚
絵
、
草
双
紙
、
宝

船
、
道
中
双
六
」
と
売
り
歩
く
声
が
す
る
様
子
が
記
さ
れ
る
。
正
月
の
販
売
物
で
あ
っ
た
。

鶴
見
は
宿
駅
で
は
な
く
川
崎
と
神
奈
川
の
間
の
立
場
で
、
当
時
の
双
六
の
神
奈
川
宿
に
鶴

見
の
饅
頭
を
記
載
し
た
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
今
の
と
こ
ろ

該
当
す
る
記
載
を
持
つ
双
六
は
未
見
。
都
立
中
央
図
書
館
東
京
誌
料
所
蔵
の
「
東
海
道
五

十
三
次
新
板
道
中
す
ご
六
」
（
刊
年
不
明
、
上
州
屋
重
蔵
版
）
の
神
奈
川
の
部
分
に
は
、

「
つ
る
み
」
と
い
う
文
字
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
名
物
に
触
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る

が
、
刷
り
が
悪
く
、
そ
の
他
の
文
字
が
欠
落
し
て
い
る
。
な
お
、
京
伝
作
黄
表
紙
『
新
板

替
道
中
双
六
』
（
寛
政
五
刊
）
で
は
川
崎
の
項
に
鶴
見
の
饅
頭
が
見
え
る
。 

 

④ 

在
原
業
平 

在
原
業
平
朝
臣

〈
あ
り
は
ら
な
り
ひ
ら
あ
つ
そ
ん
〉 

本
院
左
大
臣  

時

平

〈
と
き
ひ
ら
〉 

基
経
男 

 
 

 
 

金

平

〈
き
ん
ぴ
ら
〉 

坂
田 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

シ
ヘ
イ 

川

越

平

〈
か
は
ご
え
ひ
ら
〉 

川
越
産 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

コ
イ
ツ
ハ
人
ノ
名
デ
ハ
ナ
カ
ツ
タ
ハ
カ
マ
ニ
ス
ル
モ
ノ
ダ
ヲ
キ
ヤ
ア
ガ
レ 

実
〈
さ
ね

平
ひ
ら
〉 

土
肥
二
郎 

 
 

仕
ユ

鎌
倉
殿

 

二

ニ
一

兼

平

〈
か
ね
ひ
ら
〉 

今
井
四
郎 

 
 

仕
ユ

木
曾
殿
ニ

二

一 
大

平

〈
お
ほ
ひ
ら
〉 

一
名
シ
ツ
ポ
コ
ト
云 

 
 
 

又
コ
イ
ツ
モ
バ
ン
ク
ル
ワ
セ
ダ 

業
平
（
ハ
ツ
七
オ
） 
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・
時
平 

藤
原
時
平
（
八
七
一
～
九
〇
九
）
。
平
安
時
代
初
期
の
公
卿
。
「
シ
ヘ
イ
」
は
浄

瑠
璃
読
み
。
菅
原
道
真
を
大
宰
府
に
左
遷
し
た
ゆ
え
に
、
芝
居
で
は
悪
役
と
な
る
。 

・
基
経 

藤
原
基
経
（
八
三
六
～
八
九
一
）
。
時
平
は
基
経
の
長
子
。
謡
曲
『
雲
林
院
』
で

は
、
在
原
業
平
の
霊
が
業
平
と
二
条
の
后
の
恋
物
語
、
基
経
の
霊
が
妹
二
条
の
后
に
対
す

る
兄
弟
愛
的
執
着
と
い
う
、
『
伊
勢
物
語
』
の
秘
事
を
語
る
。 

・
川
越
平 

武
州
川
越
地
方
か
ら
産
出
す
る
絹
の
袴
地
。
洒
落
本
『
当
世
風
俗
通
』
（
安
永

二
）
極
上
の
息
子
風
に
「
夏
は
袴
せ
い
か
う
平
の
小
棒
す
し
ま
た
は
。
河
越
平
。
極
上
品

ニ
い
ち
つ
て
は
あ
や
ひ
ら
。
な
ど
よ
し
」
。 

・
お
き
や
が
れ 

よ
し
に
し
ろ
。
よ
し
ゃ
あ
が
れ
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
ツ
七
ウ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
ハ
ツ
八
ウ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
ツ
七
オ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

ハ
ツ
八
オ 

 

ち
は
や
ふ
る
○
ち
は
や
と
い
ふ
女
郎
あ
り
け
る
が
、
あ
る
角
力
取
そ
の
女
郎
を

あ
げ
て
遊あ

そ

び
け
る
に
、
此
女
郎
よ
く

客
き
や
く

を
ふ
る
く
せ
あ
り
て
、
か
の
角
力

取と
り

を
そ
の
夜よ

さ
ん

ぐ
ふ
り
け
る 

（
頭
註 

ハ
ツ
七
ウ
） 

・
し
っ
ぽ
こ
［
卓
袱
］ 

「
し
っ
ぽ
く
」
と
も
。
種
々
の
大
き
な
器
に
料
理
を
盛
っ
て
卓
袱

台
の
上
に
お
き
、
各
人
が
取
り
分
け
て
食
べ
る
と
い
う
、
食
べ
方
が
中
国
風
の
料
理
。 

  ち
は
や
ふ
る
神
代
も
き
か
ず
龍
田
川
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
ゞ
る
と
は 

此
歌
は
あ
ま
ね
く
人
し
る
所
な
れ
ど
も
、
そ
の

過
あ
や
ま

ち
を
正た

ゞ

し
口
伝
を
し
る
す 

・
実
平 

土
肥
実
平
。
源
頼
朝
挙
兵
以
来
の
臣
。
相
模
土
肥
次
郎
と
称
す
。 

・
兼
平 

今
井
兼
平
。
信
濃
権
守
中
原
兼
遠
の
子
、
今
井
四
郎
と
称
す
。
木
曾
四
天
王
の
一

人
。
義
仲
と
は
乳
兄
弟
。
義
仲
挙
兵
の
時
よ
り
、
そ
の
謀
将
と
な
る
。 

・
大
平 

平
た
く
大
き
な
蓋
付
き
の
椀
。
ま
た
、
そ
れ
に
一
つ
盛
り
に
し
て
出
す
料
理
。 

ち
は
や
ふ
る 

道
外
百
人
一
首 

業な
り

平
の
歌 
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・
毒
虫
去
ル
歌 

潅
仏
会
（
釈
迦
誕
生
の
日
）
の
卯
月
八
日
（
陰
暦
四
月
八
日
）
に
甘
茶
で

墨
を
す
り
、
「
ち
は
や
ふ
る
卯
月
八
日
は
吉
日
よ
紙
下
（
さ
げ
）
虫
を
成
敗
ぞ
す
る
」
の

歌
を
紙
に
書
い
て
逆
さ
ま
に
便
所
に
張
る
と
、
毒
虫
が
上
が
っ
て
こ
な
い
と
い
う
俗
信
が

あ
っ
た
。
天
明
三
刊
の
『
狂
文
宝
合
記
』
「
和
歌
筋
夢
中
之
伝
」
に
「
毒
虫
を
は
ら
ふ

歌
」
と
し
て
天
地
を
逆
に
「
ち
は
や
振
卯
月
八
日
は
吉
日
よ
か
み
さ
げ
む
し
を
せ
い
ば
い

ぞ
す
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
江
戸
生
艶
気
樺
焼
』
の
画
面
中
の
吉
原
の
遊
女
屋
の
雪
隠

に
も
こ
の
札
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

神
代
も
き
か
ず
○
か
の
角
力
取と

り

は
、
ち
は
や
に
ふ
ら
れ
て
さ
み
し
く
一
人

ひ

と

り

寝ね

し

て
ゐ
る
ゆ
へ
（
ハ
ツ
七
ウ
）
」
、

妹
い
も
と

女
郎
の
神
代
と
い
ふ
を
く
ど
ひ
て
み
た

れ
ど
、
神
代
も
聞
入

き

ゝ

い

れ
ぬ
な
り 

 

ち
は
や
ふ
る
紙
屑

か
み
く
ず

買が

ひ
に
炭
団

た

ど

ん

売う

り 

下
ノ
句
略 

毒
虫
去

歌 
 

ル
 

・
道
外
百
人
一
首 

享
保
年
間
の
近
藤
清
春
画
の
百
人
一
首
の
各
歌
を
も
じ
っ
た
書
。
天
明

四
年
版
加
賀
文
庫
蔵
本
四
・
オ
に 

「
あ
り
は
ら
の
な
り
平
あ
そ
ん 

 
 

ち
は
や
ふ
る
か
み
く
ず
か
ひ
に
た
ど
ん
う
り
か
ら
く
り
み
せ
て
水
あ
め
を
や
る
」
。 

龍
田
川
○
か
の
角
力
取と

り

の
名
を
龍
田
川
と
い
ふ
。
そ
の
後
角
力
取と

り

を
や
め
、

豆
腐
屋

と

う

ふ

や

を
は
じ
め
渡
世

と

せ

い

を
い
た
し
け
る 

（
頭
註 

ハ
ツ
八
オ
） 

龍
田
川 

古
今
和
歌
集
序 

秋
の
夕ゆ

う

べ
龍
田
川
に
流な

が

る
ゝ
紅
葉

も

み

ぢ

は
、

帝
み
か
ど

の
御
目

お
ほ
ん
め

に
は

錦
に
し
き

と
見
給
ひ 

嵐
雪
玄
峯
集 

角
力

す

ま

ひ

取と

り
並な

ら

ぶ
や
秋
の
唐か

ら

錦
に
し
き 

 

・
古
今
集
序 

近
世
の
版
本
は
し
ば
し
ば
出
さ
れ
て
い
る
し
、
序
だ
け
で
も
安
永
七
年
以
降

版
行
さ
れ
て
い
る
。
京
伝
作
品
で
は
黄
表
紙
『
客
人
女
郎
』
（
天
明
三
刊
）
等
に
引
か
れ

る
。
序
の
こ
の
部
分
で
指
し
て
い
る
の
は
二
八
三
番
の
次
の
歌
。 

 

「 
 

 

題
し
ら
ず 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

よ
み
人
し
ら
ず 

 
 

龍
田
河
紅
葉
乱
れ
て
な
が
る
め
り
わ
た
ら
ば
錦
中
や
た
え
な
む 

 
 
 

 
 

こ
の
う
た
は
あ
る
人
、
な
ら
の
み
か
ど
の
御
歌
也
と
な
む 

」
。 

・
玄
峯
集 

寛
延
三
年
刊
。
百
万
坊
旨
原
が
編
纂
し
た
服
部
嵐
雪
の
発
句
集
。
嵐
雪
の
別
号

玄
峯
堂
か
ら
取
っ
た
名
称
。
秋
之
部
・
相
撲
と
し
て
「
角
力
と
り
並
ぶ
や
秋
の
か
ら
錦
」

と
あ
る
。
山
本
亀
成
『
続
百
化
鳥
』
中
に
「
す
も
ふ
鳥
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
、

「
あ
る
人
の
句
に
」
と
し
て
、
「
す
も
ふ
と
り
な
ら
ぶ
や
秋
の
唐
に
し
き
」
と
所
引
。 
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か
ら
く
れ
な
ゐ
に
○
ち
は
や
は
あ
ま
り

客
き
や
く

を
ふ
り

く
し
て
、
年
あ
け
の

時
分

じ

ぶ

ん

も
世
話

せ

わ

に
な
ら
ふ
と
い
ふ

客
き
や
く

も
な
く
、
つ
い
に
紙
屑

か
み
く
ず

買か

ひ
の
女
房
と

な
り
、
こ
ゝ
に
も
ゐ
と
け
ず
、
又
炭
団

た

ど

ん

売う

り
の
女
房
と
な
り
、
今
は
そ
の
日

を
く
ら
し
か
ね
、
朝
夕
の
食
事
に
も
か
て
飯め

し

を
食く

ふ
や
う
な
事
に
て
、
龍
田

川
が
内
と
も
し
ら
ず
か
の
豆
腐
屋

と

う

ふ

や

へ
、
豆
腐

と

う

ふ

の
か
ら
を
（
ハ
ツ
八
オ
）
」
も
ら

ひ
に
行
し
が
、
龍た

つ

田た

川
は

昔
む
か
し

の
意
趣

い

し

ゆ

が
あ
る
ゆ
へ
、
か
ら
を
く
れ
ぬ
也
。

そ
の
心
を
か
ら
く
れ
な
い
と
は
詠よ

め
り 

（
頭
註 

ハ
ツ
八
ウ
） 

か
ら
く
れ
な
ゐ 

当
流
小
謡 

山
姥
ニ

曰 

柳
は
み
ど
り
花
は
く
れ
な
ゐ 

 

・
か
て
め
し 

米
が
足
り
な
い
時
、
米
に
麦
、
大
根
、
豆
類
な
ど
を
混
ぜ
て
た
い
た
飯
。 

・
い
し
ゅ 

人
を
恨
む
心
。 

・
当
流
小
謡 

謡
曲
の
中
で
も
有
名
な
一
節
を
抜
き
出
し
て
便
宜
に
供
し
た
も
の
で
あ
り
、

『
当
流
小
謡
』
の
ほ
か
『
当
流
小
う
た
ひ
大
成
』
（
元
禄
八
刊
）
『
当
流
小
謡
梁
塵
集
』

（
観
世
左
近
編
、
明
和
元
刊
）
等
の
名
で
単
独
で
版
行
さ
れ
た
り
、
節
用
集
等
に
収
録
さ

れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
謡
曲
『
山
姥
』
「
仏
あ
れ
ば
衆
生
あ
り
、
衆
生
あ
れ
ば
山
姥
も
あ

り
、
柳
は
み
ど
り
、
花
は
紅
の
色
々
」
を
採
っ
て
い
る
。
京
伝
作
品
で
は
『
奇
妙
図
彙
』

（
享
和
三
刊
）
・
『
本
朝
酔
菩
提
全
伝
』
（
文
化
六
刊
）
・
『
重
井
筒
娘
千
代
能
』
（
文

化
十
刊
）
・
『
石
枕
春
宵
抄
』
（
文
化
十
三
刊
）
等
に
こ
の
詞
章
を
使
用
し
て
い
る
。 

・
柳
は
み
ど
り
花
は
く
れ
な
ゐ 

蘇
軾
の
詩
の
「
柳
緑
花
紅
真
面
目
」
に
よ
り
、
柳
は
緑
色

を
な
し
、
花
は
紅
に
咲
く
よ
う
に
、
春
の
景
色
の
美
し
い
こ
と
。
ま
た
、
も
の
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
自
然
の
理
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
の
た
と
え
で
、
禅
宗
で
、
悟
り
の
心
境
を
い
い

表
す
句
。 

 

水
く
ゞ
る
○
ち
は
や
は
、
し
よ
せ
ん
か
つ
ゑ
て
死
な
ん
よ
り
は
、
い
つ
そ
身
を

投な

げ
ん
と
か
ら
す
川
へ
身
を
投な

げ
け
る
。
そ
の
心
を
水
く
ゞ
る
と
よ
め
り 

（
頭
註 

ハ
ツ
八
ウ
） 

水
く
ゞ
る 

て
ま
り
唄

曰 

い
は
れ
た
が
面
目

め

ぼ

く

な
ひ
と
て
か
ら
す
川
へ
身
を
な
げ

ニ

て
、
身
は
沈し

づ

む
、
髪か

み

は
浮う

き
る
、
そ
こ
で
女
子
の
御を

ん

心
と
云 

 

々 

 
・
か
つ
え
る 

飢
え
る
。
空
腹
に
な
る
。 

・
か
ら
す
川 

群
馬
県
南
西
部
を
流
れ
る
川
。
利
根
川
の
支
流
。 

・
て
ま
り
唄 
特
定
の
書
名
で
は
な
い
。
前
出
『
俚
謡
集
拾
遺
』
の
「
東
京
府 

俚
謡 

麦
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打
唄
」
中
、
「
鎌
倉
へ
参
る
道
」
で
始
ま
る
唄
に
「
あ
や
の
か
け
苧
を
忘
れ
た
、
忘
れ
た

が
、
面
目
な
い
と
て
、
烏
川
へ
身
を
投
げ
た
。
身
は
沈
み
髪
は
浮
き
候
よ
」
と
あ
る
。
ま

た
同
じ
く
「
東
京
府 

童
謡 

手
鞠
唄
」
の
「
向
ふ
身
し
ヤ
い
」
で
始
ま
る
唄
に
「
彼
方

で
打
た
れ
て
此
方
で
打
た
れ
て
、
烏
川
へ
身
を
投
げ
た
、
身
は
沈
む
。
髪
は
浮
き
や
る
、

そ
こ
で
取
る
も
の
は
御
心
」
と
あ
る
等
、
明
治
期
ま
で
類
歌
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。 

・
め
ぼ
く 

め
ん
ぼ
く
［
面
目
］
。 

 

と
は
○
と
は
ト
ハ
ち
は
や
が

幼
お
さ
な

名
な
り
（
ハ
ツ
八
ウ
）
」 

（
頭
註 

ハ
ツ
八
ウ
） 

伊
達
競
阿
国
戯
場
ニ

此
歌
の
心
を
つ
く
れ
り 

角
力
と
り
を
き
ぬ
川
と
し
、
龍
田
川
と
い
ふ
名
の
縁ゑ

ん

に
よ
り
て
、
ち

は
や
を
高
尾
に
と
り
く
み
、
豆
腐
屋

と

う

ふ

や

を
南
禅

な
ん
ぜ
ん

寺
豆
腐

と

う

ふ

に
と
り
く
み
、

妹
い
も
と

女
郎
の
神か

み

代
を

累
か
さ
ね

に
や
つ
し
、
高
尾
を
入
水
の
体て

い

に
も
て
な
す

所
ま
で
、
み
な
此
歌
の
様さ

ま

也 

 

・
お
さ
な
名 

幼
い
と
き
の
名
の
意
味
だ
が
、
遊
女
の
場
合
は
本
名
と
な
る
。 

・
伊
達
競
阿
国
戯
場 

歌
舞
伎
脚
本
。
初
世
桜
田
治
助
・
笠
縫
専
助
合
作
。
安
永
七
年
江
戸

中
村
座
初
演
。
伊
達
騒
動
と
累
の
解
脱
物
語
を
あ
わ
せ
て
脚
色
し
た
も
の
。
京
伝
は
治
助

と
親
し
く
、
こ
の
狂
言
も
当
然
深
く
知
悉
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
原
文
を
引
用

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
趣
向
を
こ
じ
つ
け
て
い
る
。 

 

※
本
こ
じ
つ
け
解
釈
は
、
本
書
以
前
の
『
百
人
一
首
虚
講
釈
』
（
安
永
四
刊
）
と
『
鳥
の

町
』
講
釈
の
段
（
風
来
山
人
序
、
安
永
五
刊
、
堀
野
屋
板
）
に
既
に
あ
る
。
そ
の
二
書
の

解
釈
を
語
句
ご
と

比
較
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

に

「
ち
は
や
ふ
る
」 

『
虚
講
釈
』
女
郎
ち
は
や
が
、
通
っ
て
く
る
業
平
を
振
り
続
け
た
。 

『
鳥
の
町
』
女
郎
ち
は
や
が
、
通
っ
て
く
る
角
力
取
を
振
り
続
け
た
。 

「
か
み
よ
も
き
か
ず
」 

『
虚
講
釈
』
末
社
の
紙
屋
与
兵
衛
（
紙
与
）
に
頼
ん
で
言
い
聞
か
せ
た
が
、
そ
れ
で
も

承
知
し
な
い
。 

『
鳥
の
町
』
角
力
取
は
妹
女
郎
の
神
代
に
と
り
も
ち
を
頼
ん
だ
が
、
そ
れ
で
も
聞
き
入

れ
な
い
。 

「
龍
田
川
」 

『
虚
講
釈
』
業
平
は
真
崎
で
豆
腐
屋
を
始
め
、
焼
い
て
田
楽
に
し
て
売
っ
た
り
も
し
た 

店
の
名
が
龍
田
川
。 

『
鳥
の
町
』
角
力
取
の
名
が
龍
田
川
で
、
そ
の
後
豆
腐
屋
に
な
っ
た
。 

「
か
ら
く
れ
な
い
に
」 

『
虚
講
釈
』
ち
は
や
は
そ
の
後
乞
食
に
な
り
、
お
か
ら
を
も
ら
い
に
業
平
の
店
に
も
く

る
が
、
こ
と
わ
ら
れ
る
。 

『
鳥
の
町
』
業
平
を
龍
田
川
と
す
る
以
外
、
同
じ
。 
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以
上
を
見
る
と
、
本
書
は
『
鳥
の
町
』
を
基
と
し
て
、
頭
註
に
引
い
た
『
道
外
百
人
一

首
』
の
「
か
み
く
ず
か
い
に
た
ど
ん
う
り
」
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
落
語
の

「
千
早
振
る
」
は
『
鳥
の
町
』
に
同
じ
。
ま
た
、
『
百
人
一
首
虚
講
釈
』
の
戯
注
末
に
は
、

「
右
此
一
首
の
戯
注
ハ
一
ト
む
か
し
先
キ
の
夜
話
に
予
弘
メ
置
た
り
」
と
あ
る
。 

 ⑤ 

伊
勢 

伊
勢

い

せ 伊
勢
平
氏
嫡
流 

伊
勢
喜

豊
竹
伊
勢
太
夫
門
弟
芸
子

ア
ダ
名
ヲ
ト
ウ
ナ
ス
ト
云 

伊
勢
三
郎 

義
経
ノ
臣 

 

四
天
王
ノ
一
人 

伊
勢
四
郎

し

ろ 

御
蔵
前 

 
 

 

伊
勢 

竹
村
氏 

 
 

吉
原
住
菓
子
屋 

 
 
 

伊
勢
（
ハ
ツ
九
オ
）
」 

 

・
伊
勢 

平
安
中
期
の
歌
人
。
三
十
六
歌
仙
の
一
。
伊
勢
守
藤
原
継
蔭
の
女(

む
す
め)

。 

・
伊
勢
平
氏 

桓
武
平
氏
の
う
ち
高
望
王
の
曾
孫
維
衡
の
頃
か
ら
伊
勢
・
伊
賀
地
方
に
所
領

を
も
ち
、
こ
の
地
方
を
基
盤
に
し
た
一
族
。
五
代
目
忠
盛
に
至
り
中
央
官
界
に
進
出
。
そ

の
子
清
盛
が
政
権
を
取
っ
て
栄
華
を
極
め
た
が
、
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
源
氏
に
よ
り

壇
の
浦
で
滅
亡
。 

「
水
く
く
る
」 

『
虚
講
釈
』
ち
は
や
は
世
を
は
か
な
ん
で
身
投
げ
す
る
。 

『
鳥
の
町
』
同
じ 

「
と
は
」 

『
虚
講
釈
』
ち
は
や
の
お
さ
な
名
。 

『
鳥
の
町
』
同
じ 

・
伊
勢
喜 
未
詳
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

ハ
ツ
九
ウ 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

ハ
ツ
十
ウ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
ツ
九
オ 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

ハ
ツ
十
オ 
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・
豊
竹
伊
勢
太
夫 

『
声
曲
類
纂
』
の
「
豊
竹
座
浄
瑠
璃
外
題
」
中
、
「
天
智
天
皇
苅
穂

菴
」
（
宝
暦
四
年
十
二
月
）
に
「
当
冬
い
せ
太
夫
江
戸
よ
り
か
え
り
新
太
夫
と
改
」
な
ど

と
、
「
伊
勢
太
夫
」
の
名
は
見
え
る
が
、
こ
の
人
物
の
こ
と
か
、
不
明
。 

・
芸
子 

音
曲
・
歌
舞
な
ど
で
酒
席
を
と
り
も
つ
女
。
女
芸
者
。
深
川
で
男
芸
者
の
こ
と
を

太
夫
と
い
う
。
そ
の
縁
で
、
「
伊
勢
太
夫
」
か
ら
女
芸
者
へ
連
想
を
働
か
せ
た
も
の
。

「
芸
子
（
ゲ
イ
コ
） 

女
芸
者
を
い
ふ
」
（
『
浪
花
方
言
』
）
。 

・
ト
ウ
ナ
ス 

不
美
人
の
女
を
の
の
し
っ
て
言
う
語
。 

・
伊
勢
三
郎 

鎌
倉
時
代
の
武
人
、
伊
勢
三
郎
義
盛
。
出
生
等
、
未
詳
。
参
謀
格
と
し
て
源

義
経
に
仕
え
た
。
俗
に
義
経
四
天
王
の
一
人
。 

・
伊
勢
四
郎 

蔵
前
の
札
差
伊
勢
屋
四
郎
左
衛
門
。
十
八
大
通
の
一
人
。
「
蔵
前
者
」
は
、

浅
草
蔵
前
の
札
差
仲
間
の
称
。
「
世
に
蔵
前
者
と
い
へ
ば
一
流
立
て
、
往
古
十
八
大
通
抔

と
て
浪
花
に
云
堂
島
そ
だ
ち
抔
の
類
に
し
て
侠
客
有
」
（
『
伝
奇
作
書
拾
遺
』
上
）
。

「
ま
じ
め
な
か
た
い
伊
勢
屋
四
郎
左
衛
門
は
、
人
の
か
ゝ
い
者
に
成
り
た
る
兵
庫
屋
の
月

岡
を
、
十
四
五
年
立
て
も
と
買
馴
染
の
女
郎
故
、
思
ひ
残
り
て
し
う
し
ん
ふ
か
く
、
は
げ

の
月
岡
を
引
取
て
め
か
け
に
せ
し
も
、
古
今
稀
れ
成
る
事
な
り
」
（
『
十
八
大
通
』
三
升

屋
二
三
冶
）
。 

・
伊
勢 

竹
村
氏 

竹
村
伊
勢
大
掾
の
略
。
吉
原
仲
之
町
に
あ
っ
た
菓
子
屋
。
巻
煎
餅
・
最
中

が
有
名
。
「
よ
い
中
の
町
の
夕
景
色
、
左
リ
の
竹
村
に
比
し
て
、
右
側
の
七
け
ん
軒
を
な

ぶ
」
（
山
東
京
伝
『
通
言
総
籬
』
天
明
七
年
刊
）
。 

 

な
に
は
が
た
み
じ
か
き
あ
し
の
ふ
し
の
ま
も
あ
は
で
こ
の
よ
を
す
ぐ
し

て
よ
と
や 

 
 

浮

世

如

〈
ふ
せ
い
は
ゆ
め
の

夢
ご
と
し
〉

と
い
へ
る
心
を
よ
め
る
歌
也 

レ

 

・
ふ
せ
い
［
浮
生
・
浮
世
］ 

は
か
な
い
人
生
。
定
ま
り
の
な
い
人
の
世
。
李
白
「
春
夜
宴

二
桃
李
園
一
序
」
に
「
浮
生
若
夢
」
と
あ
る
。
「
文
に
曰
く
、
浮
生
（
ふ
せ
い
）
は
夢
の

如
し
。
歓
（
よ
ろ
こ
び
）
を
な
す
事
（
こ
と
）
い
く
ば
く
ぞ
や
と
。
誠
に
し
か
り
」

（
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
序
、
恋
川
春
町
画
作
、
安
永
四
年
）
「
さ
れ
ば
、
天
地
は
万
物

の
逆
旅
、
光
陰
は
百
代
の
過
客
、
浮
生
は
夢
〔
ま
ぼ
ろ
し
〕
と
い
ふ
」
（
『
日
本
永
代

蔵
』
一
ノ
二
）
。
こ
れ
を
こ
じ
つ
け
解
釈
の
趣
向
と
し
た
の
は
、
「
蘆
（
ア
シ
）
」
と

『
枕
中
記
』
（
後
出
）
主
人
公
「
盧
生
（
ロ
セ
イ
）
」
の
字
形
の
類
似
性
及
び
同
音
で
あ

る
こ
と
か
ら
の
思
い
つ
き
か
。 

 

な
に
は
が
た
○

名
〈
な
〉

に
歯

固

〈
は
が
た
〉

と
書
り
。
歯
固

は

が

た

め
の
事
に
よ
そ
へ
て
人
の

齢
よ
は
ひ

か
た

む
る
を
い
へ
り
。

歯
〈
は
〉

の
字
を
よ
は
ひ
と
読よ

む
故ゆ

へ

な
り 

（
頭
註 

ハ
ツ
九
ウ
） 

な
に
は
が
た 

土
佐
日
記
ニ

云 

芋
茎

い

も

じ

・
荒
布

あ

ら

め

も
。
歯
固

は

が

た

め
も
な
し
。
か
う
や
う
の
も

の
も
な
き
国
な
り
。
も
と
め
し
も
お
か
ず
。 

伊
勢
暦

曰 

吉
書
始 

歯は

固が
た

め
着き

衣そ

始は
じ

め
万
よ
し 
ニ
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歯は

固が
た

め
は

齢
よ
わ
ひ

か
た
む
る
心
な
り
ト

見
公
事
根
源 

 

・
難
波
潟 

歌
枕
。
い
ま
の
大
阪
湾
旧
淀
川
の
河
口
あ
た
り
。
航
路
を
示
す｢

澪
標
（
み
を
つ

く
し
）｣

が
立
て
ら
れ
、
あ
た
り
一
面
に
「
葦
（
あ
し
）
」
が
生
い
茂
っ
て
い
た
た
め
、
歌

で
は
、｢

澪
標｣

｢

葦｣

な
ど
が
景
物
と
し
て
詠
ま
れ
る
。 

・
は
が
た
め
［
歯
固
］ 

正
月
の
三
が
日
に
、
鏡
餅
・
大
根
・
瓜
・
猪
肉
・
鹿
肉
・
押
鮎
な

ど
を
食
べ
て
長
寿
を
願
う
行
事
。
歯
（
齢
）
を
固
め
る
こ
と
か
ら
、
寿
命
を
延
ば
す
意
が

こ
め
ら
れ
て
い
る
。 

・
よ
そ
へ
て 

か
こ
つ
け
て
。 

・
土
佐
日
記 

『
土
佐
日
記
』
承
平
五
年
一
月
一
日
の
条
に
見
え
る
記
述
。
宝
永
四
年
版
本

で
は
「
い
も
じ
あ
ら
め
も
は
が
た
め
も
な
し
。
か
う
や
う
の
物
も
な
き
国
な
り
も
と
め
し

も
お
か
ず
」
と
あ
る
。
国
と
は
、
船
の
こ
と
を
戯
れ
て
大
袈
裟
に
言
っ
た
も
の
。
「
い
も

じ
」
は
芋
の
茎
（
ず
い
き
）
を
干
し
た
も
の
。
「
あ
ら
め
」
は
、
コ
ン
ブ
科
の
黒
褐
色
の

海
藻
。 

・
伊
勢
暦 

伊
勢
神
宮
が
全
国
に
配
っ
た
暦
。
折
本
の
体
裁
。
神
宮
暦
。
こ
の
年
代
に
近
い

も
の
は
未
見
で
あ
る
が
、
文
化
四
年
丁
卯
の
も
の
を
見
る
と
、
「
は
か
た
め
（
歯
固
）
く

ら
ひ
ら
き
（
蔵
開
）
ひ
め
は
し
め
（
姫
始
）
き
そ
は
じ
め
（
着
衣
初
始
）
ゆ
と
の
は
し
め

（
湯
殿
始
）
こ
し
の
り
そ
め
（
輿
乗
り
初
）
万
よ
し
」
と
あ
る
。
「
ア
ゝ
つ
が
も
な
き
梅

暦
の
評
判
は
、
伊
勢
こ
よ
み
の
こ
ま
か
に
穿
り
て
」
（
『
春
色
梅
児
誉
美
』
三
）
、
「
只

今
伊
勢
ご
よ
み
を
見
て
春
の
ち
か
づ
く
を
わ
き
ま
へ
」
（
『
世
間
胸
算
用
』
四
ノ
四
）
。 

・
吉
書
始 

正
月
の
書
初
め
に
吉
と
し
て
暦
に
記
さ
れ
て
い
る
日
。
「
日
あ
た
り
も
よ
き
梅

の
枝
を
、
月
曜
星
の
尊
前
に
供
、
一
陽
来
福
の
吉
書
は
じ
め
」
（
『
春
色
梅
児
誉
美
』

序
）
。 

・
き
そ
は
じ
め 

江
戸
時
代
、
正
月
三
が
日
の
う
ち
吉
日
を
選
ん
で
、
新
し
い
着
物
を
着
始

め
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
儀
式
。
「
天
皇
玉
女
の
神
徳
に
、
恵
方
の
買
手
来
そ
は
じ
め
」

（
『
春
色
梅
児
誉
美
』
序
）
「
季
吟
曰
、
衣
を
着
初
め
祝
な
り
、
三
が
日
の
内
吉
日
を
え

ら
ぶ
」
（
『
栞
草
』
序
）
「
そ
の
春
駒
に
乗
初
の
、
仕
合
よ
し
や
木
曾
始
」
（
『
道
中
粋

語
録
』
安
永
末
、
山
手
馬
鹿
人
）
。 

・
公
事
根
源 

『
公
事
根
源
』
朝
廷
に
お
け
る
年
中
行
事
の
起
源
・
沿
革
を
、
一
月
よ
り
十

二
月
ま
で
順
次
説
明
し
た
有
職
故
実
の
書
。
一
巻
。
一
四
二
三
年
（
応
永
三
〇
）
ご
ろ
成

立
。
著
書
は
一
条
兼
良
と
さ
れ
る
。
一
月
の
項
に
は
「
歯
固
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
な
い
。
『
書
言
事
考
節
用
集
』
の
「
歯
固
」
の
項
に
引
書
と
し

て
本
書
を
掲
げ
て
い
る
（
た
だ
し
引
用
文
の
表
現
は
な
し
）
。
こ
の
表
現
は
京
伝
の
独
自

の
も
の
で
あ
り
、
引
書
を
『
書
言
字
考
』
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
ら
し
く
掲
げ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
『
書
言
事
考
節
用
集
』
の
「
歯
固
」
の
項
に
「
年
始
ニ
所
言
。
見
『
江
次
第
』

『
公
事
根
源
』
」
と
あ
る
。 

 

み
じ
か
き
あ
し
の
○

鳧
〈
か
も
〉

の
あ
し
の

短
み
じ
か

き
に
よ
そ
へ
て
、
人
の

命
い
の
ち

は
か
な
き

を
い
へ
り
。
こ
の
二
句
は
対つ

い

句
の

序
〈
じ
よ
〉

に
て
、
末す

ゑ

を
い
は
ん
発
語

ほ

つ

ご

也  

（
頭
註 

ハ
ツ
九
ウ
） 

み
じ
か
き
あ
し
の 

荘
子

曰 

鳧
〈
カ
モ
ノ
〉 

脛
〈
ハ
ギ
〉 

雖

〈
イ
ヘ
ド
モ
〉

短

〈
ミ
ジ
カ
シ
ト
〉

続

之
即
憂 
ニ

レ

レ
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・
荘
子 

『
荘
子
』
は
「
③
陽
成
院
」
参
照
。
「
鳧
脛
雖
短
続
之
即
憂
」
は
駢
母
編
に
あ
る

表
現
。
「
鶴
ノ

脛
ハ

雖

長
シ
ト

断
レ
バ

レ

之

即

悲

」
と
続
く
。
京
伝
は
『
小
紋
雅
話
』

（
寛
政
二
刊
）
・
『
初
役
金
烏
帽
子
魚
』
（
寛
政
六
刊
）
・
『
五
人
切
西
瓜
斬
売
』
（
享

和
四
刊
）
で
も
、
こ
の
詞
章
を
も
じ
っ
て
い
る
。
「
風
呂
は
鳧
の
脚
短
と
い
へ
ど
も
膝
を

こ
ゆ
る
事
な
く
」
（
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
二
ノ
上
）
。 

か
ぶ
と
軍
記
琴
責ぜ

め
の
段 

鳧か
も

の
足

短
み
じ
か

し
と
い
へ
ど
、
こ
れ
を
継つ

が
ば
悲か

な

し
み
な
ん
。
鶴つ

る

の
嘴は

し

長な
が

し
と
い
へ
ど
、
こ
れ
を
断た

たゝ
ば
憂う

れ

ひ
な
ん
。 

又
云 野

暮
の
は
け

短
み
じ
か

し
と
い
へ
ど
、
こ
れ
を
継つ

が
ば
憂う

れ

ひ
な
ん
。
通
の
は

を
り
長な

が

し
と
い
へ
ど
、
こ
れ
を
断た

たゝ
ば
悲か

な

し
み
な
ん
。 

 

・
ほ
つ
ご 

語
調
を
整
え
た
り
、
あ
る
意
味
を
添
え
た
り
す
る
た
め
に
語
の
初
め
に
用
い
ら

れ
る
言
葉
。
も
と
も
と
の
歌
意
で
も
「
難
波
潟
短
き
蘆
の
」
は｢

ふ
し｣

を
導
く
序
詞
で
あ

る
。 

い
ろ
は
た
ん
か 

 
 
 

足あ
し

は

短
み
じ
か

く
手て

は
長な

が

し 
（
頭
註 

ハ
ツ
十
オ
） 

レ

シ
ム

・
い
ろ
は
短
歌 

「
い
ろ
は
」
四
十
七
文
字
と
「
京
」
の
字
の
一
字
ず
つ
を
頭
に
置
い
て
詠

ん
だ
教
訓
的
な
歌
や
諺
（
こ
と
わ
ざ
）
。
近
藤
清
春
画
の
黒
本
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ

に
同
じ
表
現
が
あ
る
。
『
御
存
商
売
物
』
（
天
明
二
刊
）
で
も
擬
人
化
さ
れ
て
登
場
。

「
黒
本
は
三
人
を
た
の
み
、
ま
ん
ま
と
柱
か
く
し
を
ぬ
す
み
し
だ
し
、
う
ち
へ
つ
れ
て
き

た
り
し
に
、
女
房
い
ろ
は
た
ん
か
、
何
の
わ
け
も
し
ら
ず
、
大
の
や
き
も
ち
や
き
に
て
、

夫
婦
げ
ん
く
わ
を
は
じ
め
、
お
さ
だ
ま
り
の
す
り
こ
木
で
た
ゝ
き
お
ふ
」
。 

・
壇
浦
兜
軍
記 

人
形
浄
瑠
璃
。
文
耕
堂
・
長
谷
川
千
四
作
。
享
保
十
七
年
九
月
竹
本
座
で

初
演
。
第
三
段
に
「
鳧
の
脛
短
し
と
い
へ
ど
も
之
を
続
が
ば
憂
へ
な
ん
、
鶴
の
脛
長
シ
ト

雖
も
之
を
断
た
ば
悲
し
み
な
ん
、
民
を
制
す
る
事
此
理
に
等
し
」
（
前
出
『
荘
子
』
を
引

い
た
台
詞
）
。
「
琴
責
」
は
、
『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
初
め
の
部
分
の
通
称
。
畠
山
通

忠
が
阿
古
屋
が
景
清
の
ゆ
く
え
を
知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
。 

あ 
ヲ

チ

 
ふ
し
の
ま
も
○
不
死
間

〈
ふ
し
の
ま
〉

と
書
り
。
不
死

ふ

し

国こ
く

に
生
れ
（
ハ
ツ
九
ウ
）
」
た
る
身
な
ら

・
又
云 

以
下
は
前
註
を
も
じ
っ
た
京
伝
の
創
作
か
。 

・
は
け
［
捌
］ 

男
の
髷
の
先
端
。
髻
（
も
と
ど
り
）
の
先
。
「
髪
が
と
ん
だ
や
ぼ
だ
、
ど

ふ
ぞ
も
う
五
分
ほ
ど
根
を
あ
げ
て
、
は
け
さ
き
を
す
つ
と
ひ
つ
こ
き
と
し
た
い
」
（
洒
落

本
『
遊
子
方
言
』
明
和
七
刊
）
。 

・
は
を
り 

安
永
・
天
明
当
時
、
着
物
よ
り
丈
の
長
い
羽
織
が
通
人
の
間
に
流
行
し
た
。

「
焼
き
の
ま
わ
つ
た
長
羽
織
は
、
二
ば
ん
目
の
子
の
ひ
よ

く
に
な
り
ま
す
」
（
洒
落
本

『
無
頼
通
説
法
』
安
永
八
刊
）
「
男
も
羽
織
な
ど
の
長
す
ぎ
た
ら
ん
は
い
と
見
ぐ
る
し
け

れ
」
（
随
筆
『
独
寝
』
上
ノ
三
二
）
。 
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ね
ば
、
何
事
も
し
な
ざ
る
間
に
つ
と
め
よ
、
油
断

ゆ

だ

ん

す
る
な
と
、
御
親
父

ご

し

ん

ぶ

の
い

ひ
そ
ふ
な
お
談
義

だ

ん

ぎ

也
。 

（
頭
註 
ハ
ツ
十
オ
） 

ふ
し
の
ま
も 

不
老
不
死
国
ノ

事
ハ 
詳
和
荘
兵
衛
ニ

也 

三
才
図
会
ニ

曰 

不
死
国 

人
色
黒
シ

而
不

死

 

樹
〈
ジ
ユ
〉

有

食
ハレ

之

寿

〈
イ
ノ
チ
ナ
ガ
シ
〉 

泉
有

飲
〈
ノ
メ
バ
〉

之

不

老

 

レ

セ

リ

ヲ

リ

レ

ヲ

レ

セ

 

・
ご
し
ん
ぷ
［
御
親
父
］ 

他
人
の
父
を
敬
っ
て
い
う
語
。
お
父
上
。 

・
だ
ん
ぎ
［
談
義
］ 

意
見
を
す
る
こ
と
。
説
教
。 

・
和
荘
兵
衛 

遊
谷
子
作
の
読
本
。
安
永
三
・
八
刊
。
書
中
に
不
老
不
死
国
に
つ
い
て
の
詳

細
な
記
述
が
あ
る
。
「
聞
き
も
及
ば
ん
此
国
は
不
老
不
死
国
（
ふ
ら
う
ふ
し
こ
く
）
な
り
。

中
華
（
ち
う
く
わ
）
の
境
（
さ
か
へ
）
を
去
事
（
さ
る
こ
と
）
海
上
凡
そ
五
六
万
里
（
中

略
）
扨
（
さ
て
）
此
国
の
風
俗
（
ふ
う
ぞ
く
）
を
見
る
に
。
人
に
死
（
し
ぬ
）
る
こ
と
な

け
れ
ば
産
（
う
ま
）
る
ゝ
こ
と
も
な
し
。
千
年
二
千
年
の
内
に
た
ま
ゝ
ゝ
一
人
死
（
し

ぬ
）
こ
と
が
あ
れ
ば
其
か
わ
り
の
人
又
独
り
生
る
。
さ
れ
ど
も
是
は
幾
万
（
い
く
ま
ん
）

の
中
に
一
人
も
ま
れ
な
る
こ
と
に
て
。
皆
（
み
な
）
歳
（
と
し
）
の
こ
ろ
四
十
ば
か
り
の

顔
色
（
が
ん
し
よ
く
）
。
男
女
と
も
病
（
や
ま
ひ
）
と
い
ふ
う
れ
ひ
も
な
く
。
四
季
と
も

雨
風
（
あ
め
か
ぜ
）
序
（
つ
ひ
で
）
よ
く
。
五
穀
（
ご
こ
く
）
よ
く
実
（
み
）
の
り
ゆ
た

か
な
る
国
な
り
。
日
本
の
牛
馬
（
う
し
う
ま
）
の
ご
と
く
家
々
に
大
な
る
鶴
（
つ
る
）
を

飼
（
か
ふ
）
て
耕
作
（
か
ふ
さ
く
）
の
た
す
け
と
な
し
。
往
来
す
る
時
は
こ
の
鶴
（
つ

る
）
い
ろ
ゝ
ゝ
の
装
束
（
し
や
う
ぞ
く
）
し
て
。
其
背
中
（
せ
な
か
）
に
乗
（
の
り
）
て

飛
（
と
び
）
あ
る
く
こ
と
な
り
（
下
略
）
」
。
京
伝
に
黄
表
紙
『
和
荘
兵
衛
後
日
話
』

（
寛
政
九
刊
）
が
あ
る
。 

・
三
才
図
会 

中
国
、
明
代
の
図
解
書
。
文
・
地
理
・
人
物
・
鳥
獣
・
草
木
な
ど
一
四
部
門

に
分
け
て
種
々
の
事
物
を
図
説
す
る
。
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
こ
れ
に
日
本
の
事
物
を
加

え
た
も
の
。
京
伝
は
、
『
三
才
図
会
』
を
直
接
見
て
い
た
の
で
は
な
く
、
『
和
漢
三
才
図

会
』
等
か
ら
の
孫
引
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
『
三
才
図

会
』
を
引
い
て
、
「
不
死
国

在

穿
胸
国

東
ニ一

其
人
黒
色
長
寿

不

死

居

園
丘

上

ニ一

有

不
死
樹

食

之
寿

有
リ二

赤
泉

飯

之
不

老
」
と
あ
る
。
た
と
え
ば
後
年
に
な
る
が

合
巻
『
累
井
筒
紅
葉
打
舗
』
（
文
化
六
刊
）
に
「
鰐
魚
図
」
と
し
て
『
和
名
抄
』
『
三
才

図
会
』
を
引
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
『
和
漢
三
才
図
会
』
か
ら
の
孫
引
き
で
あ

る
。 

ハ

ノ

ニ
乄

二

レ

二

二

セ

ノ

シ

一

レ

一

レ

レ

 

あ
は
で
こ
の
よ
を
○

粟
〈
あ
は

飯
い
ゝ
〉

か
し
ぐ
う
ち
の
夢ゆ

め

の
此
世
な
れ
ば
と
、
又
く
ど
く

言い

ふ
た
も
の
也 

す
ぐ
し
て
よ
と
や
○
う
か

く
と
す
ぐ
し
て
ゐ
よ
ふ
と
は
、
悪わ

る

ひ
心
が
け
じ
や
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と
、
い
ら
ぬ
世
話

せ

は

を
や
い
て
よ

（
頭
註 

ハ
ツ
十
ウ
） 

ヲ
ラ
ン
ダ
本
草 

 
 
 

 

ヒ
ダ
リ
ヨ
リ
ヨ
ム
ベ
シ 

（
後
註 

ハ
ツ
十
ウ
） 

異
聞
集

曰 

呂

翁

〈
ロ
ヲ
ウ
〉

廬

生

〈
ロ
セ
イ
ニ
〉

取
〈
ト
ツ
テ
〉

一

枕

〈
マ
ク
ラ
ヲ
〉

授
〈
サ
ヅ
ク
〉

之
〈
コ
レ
ヲ
〉 

中
略 

あ
は
で
比
よ
を
す
ぐ
し
て

矢
根
五
郎
せ
り
ふ
ニ

曰 

砥と

ぞ
と
、
ふ
ん
ぞ
り
か
へ

ニ

二

ノ

〔
一
〕

 ナ 
NA 

ア ワ ノ モ チ モ 
AWANOMOTI MO 
イヤイヤ ソ バ キ リ 
IJAIJA  ZOBΛKIRI 

ソ ヲ メ ン ク イ タイ 
ZOOMEN KOEITAI 

レ

・
か
し
ぐ
［
炊
］ 

米
麦
・
粟
等
を
煮
た
り
蒸
し
た
り
し
て
飯
に
す
る
。
飯
を
た
く
。
炊
事

す
る
。 

・
矢
の
根 

享
保
十
四
年
江
戸
中
村
座
で
「
扇
恵
方
曽
我
（
す
え
ひ
ろ
が
り
え
ほ
う
そ

が
）
」
の
中
の
一
場
面
と
し
て
二
世
市
川
団
十
郎
が
初
演
。
曽
我
五
郎
が
矢
の
根
を
研
い

だ
後
う
た
た
ね
し
、
夢
の
中
で
兄
十
郎
が
和
田
の
酒
盛
で
危
難
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
そ
れ
を
救
い
に
工
藤
の
館
へ
向
か
う
と
い
う
内
容
。
「
砥
石
を
拭
ひ
無
雑
作
に
、
是

れ
邯
鄲
の
枕
ぞ
と
、
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
て
時
致
は
、
ヤ
ツ
ト
コ
ト
ツ
チ
ヤ
ア
ウ
ン
ト
コ
ナ 

暫
し
ま
ど
ろ
む
高
鼻
鼾
、
ゆ
た
か
に
こ
そ
は
臥
し
に
け
れ
」
。 

・
時
む
ね 

曽
我
の
五
郎
時
致
。
「
五
郎
が
せ
り
ふ
に
、
宝
の
山
と
は
い
は
ず
、
『
貧
乏
の

山
へ
い
り
な
が
ら
、
手
を
む
な
し
く
帰
る
が
口
惜
し
い
わ
い
』
と
い
へ
ば
、
見
物
そ
の
気

ど
り
を
ほ
む
る
」
（
『
孔
子
縞
于
時
藍
染
』
京
伝
作
画
、
寛
政
元
年
）
。 

 

DO ド 

DO ド 

 N ネ 

ÆUウ

 S ス 
ニ

め
り
（
ハ
ツ
十
オ
）
」 

よ
と
や 

石
い

し

を
ぬ
ぐ
ひ
無
造
作

む

ぞ

う

さ

に
、
こ
れ
邯
鄲

か
ん
た
ん

の

枕
ま
く
ら

つ
て
時
宗む

ね

は 

下
略 

 

曰 

寤
〈
サ
メ
テ
〉

夢
〈
ユ
メ
〉

而
黄
梁

〈
ア
ハ
〉

未
〈
イ
マ
ダ
〉

熟
〈
ニ
ヘ
〉 

又
見
枕
中
記

 
              

 
 

 
 

ズ 

是
身
如
泡
不
得
久
立
云 

 

々 

こ
の
み
は
あ
は
の
ご
と
く
ひ
さ
し
ふ
こ
の
こ
と
を
ゑ
ず 

レ

レ

ニ

謡
曲
邯
鄲

曰 

さ
て
夢ゆ

め

の
ま
は
粟
飯
の 

下
略 

又
考

ヘニ

画
双
紙
金
々
先
生
栄
花
夢

ヲ一

侍

カ 

ニ

ル

又
一

説
〈
せ
つ
〉

に
水
の

泡
〈
あ
は
〉

で
此
世
を
と
い
へ
る
心
な
り
と
云 

引
書
あ
り
。
又
か

が
ふ
べ
き
こ
と
也 

〈
ユ
イ
マ
ケ
ウ

〈
ハ
ウ
ベ
ン
ホ
ン
〉 

ん

〉

維
摩
経 

方
便
品
ニ

曰 

〈
ゼ
シ
ン
ニ
ヨ
ハ
ウ 

フ 

ウ 

ク 

リ
ツ
〉 
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・
ド
ド
ネ
ウ
ス 

当
時
の
俗
謡
「
粟
の
餅
も
い
ー
や
い
や
、
米
の
餅
も
い
ー
や
い
や
、
蕎
麦

切
素
麺
く
い
た
い
な
」
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
『
日
本
児
童
遊
戯
集
』
所
収
「
ど
う
ど
う
め

ぐ
り
」
に
よ
る
）
を
オ
ラ
ン
ダ
語
風
に
ラ
テ
ン
文
字
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
京

伝
に
は
ラ
テ
ン
文
字
の
知
識
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
周
辺
で
蘭
学
に
堪
能
な
人
物
に

相
談
し
て
書
い
て
も
ら
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
万
象
亭
森
島
中
良
で
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か
と
推
測
す
る
。
な
お
、
寛
政
六
年
刊
行
の
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
の
黄
表
紙
の
絵
題

簽
の
意
匠
に
こ
れ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
は
万
象
亭
が
鶴
屋
か
ら
ひ
さ
び
さ
に
黄
表

紙
を
出
し
た
年
で
あ
り
（
異
論
も
あ
る
が
）
、
そ
の
意
匠
は
そ
の
こ
と
と
関
連
が
あ
る
と

も
思
え
る
。
「
ド
ド
ネ
ウ
ス
」
は
ベ
ル
ギ
ー
生
れ
の
植
物
学
者
の
名
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
そ
の
著
書
『C

ruydt-B
oeck

』
（
植
物
誌
・
草
木
誌
の
意
）
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
本

は
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
幕
府
へ
献
上
さ
れ
た
後
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
野
呂
元

丈
に
よ
り
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
～
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
に
か
け
て
『
阿
蘭
陀
本
草

和
解
』
と
し
て
和
訳
さ
れ
広
ま
っ
た
。
平
賀
源
内
も
原
著
を
入
手
し
て
お
り
、
源
内
所
蔵

の
蘭
書
目
録
『
物
産
書
目
』
に
「
紅
毛
本
草 

壱
帖 

ド
ド
ネ
ウ
ス
著
」
と
あ
る
（
城
福

勇
『
平
賀
源
内
の
研
究
』
昭
和
五
一
）
。 

・
異
聞
集 

唐
の
伝
奇
集
で
あ
る
が
完
本
と
し
て
は
伝
わ
ら
ず
、
『
太
平
広
記
』
ほ
か
に
引

か
れ
て
伝
わ
る
。 

 
 

一
方
『
枕
中
記
』
は
「
邯
鄲
一
炊
の
夢
」
を
題
材
に
し
た
中
国
唐
代
の
伝
奇
小
説
。

『
太
平
広
記
』
八
十
二
に
収
め
ら
れ
る
。
「
呂
翁
」
と
題
し
て
「
開
元
十
九
年
、
道
者
呂

翁
経
邯
鄲
道
上
邸
舎
中
、
設
榻
施
席
、
擔
曩
而
坐
、
俄
有
邑
中
少
年
盧
生
」
「
是
時
主
人

蒸
黄
梁
為
饌
、
翁
之
探
曩
中
枕
、
以
授
之
」
「
盧
生
欠
伸
而
寤
」
「
主
人
蒸 

黄
梁
尚
未

熟
」
「
蹶
然
而
興
曰
。
豈
其
夢
寐
耶
、
翁
笑
謂
曰
、
人
生
之
大
事
亦
猶 

是 

矣
」
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
文
末
割
注
で
「
出
異
聞
集
」
と
あ
る
（
た
だ
し
『
枕
中
記
』
の
書
名
は

『
太
平
広
記
』
の
こ
の
箇
所
に
は
な
い
）
。
な
お
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
は
「
枕
中
記

云
」
と
し
て
、
「
呂
翁
経

邯
鄲

有
リ二 

廬
生

倶
ニ 

言
フ二

世
事

困
厄

ヲ一

主
人
方

蒸
スレ

粱

取

テ二

嚢

中

枕
ヲ一

以

授
クレ

之

」
「
廬
生
欠

伸

而
寤

呂
翁
在

リレ

傍

黄

粱
尚

未
ダレ

熟
」
と
あ
る
。 

二

一

一

ノ

ニ

ヲ

ノ

ノ

テ

ニ

シ

シ
テ

メ
タ
リ

ニ

ノ

ヲ

・
謡
曲
邯
鄲 

『
邯
鄲
』
は
、
前
項
と
同
じ
く
「
邯
鄲
一
炊
の
夢
」
を
題
材
に
し
た
謡
曲
。

「
栄
花
の
ほ
ど
は
五
十
年
さ
て
夢
の
間
は
粟
飯
の
一
炊
の
間
な
り
」
と
あ
る
。 

・
金
々
先
生
栄
花
夢 

恋
川
春
町
の
黄
表
紙
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
（
安
永
四
刊
）
で
あ
る
。

全
体
の
趣
向
を
邯
鄲
の
故
事
に
拠
っ
て
お
り
、
「
金
々
先
生
の
一
生
の
栄
花
も
邯
鄲
の
ま

く
ら
の
夢
も
と
も
に
粟
粒
一
す
ひ
の
如
し
」
と
い
う
表
現
も
あ
る
。 

・
維
摩
経 

正
し
く
は
『
維
摩
詰
所
説
経
』
。
引
用
と
同
じ
文
が
あ
る
。
『
維
摩
経
義
疏
』

が
版
本
と
し
て
行
わ
れ
た
。 

 

（
以
下
次
号
）   

○
前
回
（
一
）
の
補
訂 

 

明
海
日
本
語
七
号
に
お
い
て
（
一
）
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
脱
漏
・
誤
解
の
指
摘
を
頂
戴
し

た
。
こ
こ
に
訂
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
延
広
真
治
先
生
を
は
じ
め

と
す
る
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。 

●
１
頁
上
段
後
ろ
か
ら
８
行
目 

 

誤 
本
作
は
既
に
『
洒
落
本
大
系
』
・
『
洒
落
本
大
成
』
に
…
… 

 

正 

本
作
は
既
に
『
洒
落
本
大
系
』
・
『
日
本
名
著
全
集 

洒
落
本
集
』
・
『
洒
落
本
大

成
』
に
…
… 
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●
８
頁
下
段
２
行
目 

 

誤 
※
「
家
」
の
字
の
付
く
人
名
・
俳
名
な
ど
で
構
成
し
た
で
た
ら
め
な
系
図
。 

 

正 

※
「
家
」
の
字
の
付
く
人
名
・
俳
名
な
ど
を
吹
き
寄
せ
た
で
た
ら
め
な
系
図
。 

●
９
頁
下
段
６
行
目
に
次
の
註
を
追
加
。 

・
分
野 

天
文
用
語
。
戦
国
時
代
中
国
の
天
文
学
に
お
い
て
、
天
の
二
十
八
宿
を
中
国
の
諸

国
に
は
伊
藤
氏
、
各
星
宿
の
地
上
の
支
配
領
域
と
定
め
た
。 

●
10
頁
３
行
目 

 

誤 

京
伝
が
『
史
記
』
の
原
本
を
…
… 

 

正 

京
伝
が
『
史
記
』
の
和
刻
本
等
を
…
… 

●
11
頁
後
ろ
か
ら
７
行
目 

 

誤 

昭
和
ま
で
続
い
た
有
名
な
店 

 

正 

昭
和
四
十
二
年
ま
で
続
い
た
有
名
な
店 

●
12
頁
最
終
行 

 

誤 

『
百
人
一
首
嘘
講
釈
』
（
宝
暦
十
三
年
） 

 

正 

『
百
人
一
首
虚
講
釈
』
（
安
永
四
年
） 

●
12
頁
後
ろ
か
ら
３
行
目 

 

 

誤 

・
妙
国
寺 

品
川
に
あ
っ
た
日
蓮
宗
の
寺
院
。 

 

正 

・
妙
国
寺 

東
品
川
の
東
海
道
沿
い
に
あ
る
日
蓮
宗
の
寺
院
。 

●
13
頁
下
段
11
行
目
に
次
の
註
を
追
加 

・
喜
撰
法
師 

「
ほ
っ
し
」
と
読
ま
せ
て
い
る
。
「
ほ
う
し
」
に
同
じ
。 

●
14
頁
８
行
目 

「
こ
う
言
っ
た
」
の
あ
と
に
次
の
引
用
文
を
挿
入
。 

 

「
白
玉
の
役
名
を
最
初
は
喜
瀬
川
と
称
し
た
が
安
永
八
年
中
村
座
で
瀬
川
菊
之
丞
の
弟
子

の
吉
次
が
勤
め
て
以
来
白
玉
と
い
ふ
」
（
『
歌
舞
伎
細
見
』
）
。 

 


